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指摘・要望事項

（議会全体の合意事項分）

　

流山市議会
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（安 心・ 安 全で 快適 に暮 ら せる まち ）  

（１ ） 災 害 備蓄 食料 の備 蓄 量 は 、避 難所 避 難者 数を 基に 決 定し て

いる 根拠 を 改め て検 証さ れ たい 。  

（２ ） 地 域 防災 事業 につ い て、 これ まで の 大規 模災 害の 教 訓を 活

かし 、防 災 訓練 など を通 じ て地 域防 災力 の 更な る向 上を 図 ら

れた い。  

（３ ）能 登 半島 地震 を 受 け て、 不足 が懸 念 され る防 災上 の トイ レ

や水 の確 保 対策 を強 化・ 充 実さ れた い。  

 

（生 きが い を持 って 健康 ・ 長寿 に暮 らせ る ま ち ）  

（１ ） 生 涯 学習 セン ター 、 南流 山セ ンタ ー のエ レベ ータ の 更新 に

際し 、特 に エレ ベー タの 停 止期 間な どの 影 響が 最小 限と な る

よう に配 慮 され たい 。  

 

（良 質な 住 環境 のな かで 暮 らせ るま ち ）  

（１ ） 他 市 と比 較し 当市 の 自転 車ネ ット ワ ーク の整 備が 遅 れて い

るこ とか ら 、整 備の 加速 策 と交 差点 内自 転 車通 行帯 の表 示 を

検討 され た い。  

（２ ） 地 球 温暖 化対 策と し て、 緑地 保全 の ため 、緑 被 率 に 対し 、

目標 値を 設 定さ れた い 。  

（３ ）本 年 ４月 から の事 業 系ご みの 出し 方 変更 につ いて は 、自 治

会な ど市 民 活動 に支 障が 生 じな いよ うに 引 き続 き丁 寧な 説 明

を継 続さ れ たい 。  

（４ ）廃 棄 物処 理施 設延 命 化事 業に おい て は 、 一部 施設 が 停止 し

てい るこ と から 、稼 働中 の 焼却 炉が 不測 の 故障 で停 止し な い

ため に 、 点 検の 更な る充 実 を図 られ たい 。  

 

（賑 わい と 魅力 のあ る ま ち ）  

（１ ）株式 会社 流 山ツ ーリ ズ ムデ ザイ ンに お ける 再建 計画 の 議会・ 

市民 への 提 示・説 明に つい て、令和 ４年 度決 算 審査 特別 委員 会

でも 議会 全 体の 合意 の指 摘 要望 事項 と な っ てい るに も関 わ ら

ず実 施さ れ てい ない こと を 踏ま え 、令 和６ 年第 ２ 回定 例会 ま で

に実 施さ れ たい 。  
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（２ ） 株 式 会社 流山 ツー リ ズム デザ イン に 対す る指 定管 理 を含 む

業務 委託 に つい ては 、杜 撰 な運 営が 監査 で も明 らか にな っ て

いる こと か ら、 その 業務 内 容に つい てよ り 厳格 な管 理を 実 施

され たい 。  

 

（誰 もが 自 分ら しく 暮ら せ るま ち）  

（１ ） つ ば さ学 園の 知見 を 市内 の全 保育 園 ・幼 稚園 に広 げ てい く

ため に、 行 政主 導で 研修 会 など を実 施さ れ たい 。  

 

（子 ども を みん なで 育む ま ち）  

（１ ） 地 域 子育 て支 援セ ン ター 事業 費補 助 事業 につ いて 、 ひろ ば

型の 地域 子 育て 支援 拠点 を 新た に拡 充す る にあ たり 、 利 便 性

の確 保に 十 分 配 慮さ れた い 。  

（２ ） 予 定 して いる 南流 山 中学 校の 通学 路 の 安 全対 策は 可 能な 限

り前 倒し で 進め ると とも に 、引 き続 き積 極 的な 対策 の実 施 に

努め られ た い。  

（３ ）教 育 研究 企画 室運 営 管理 事業 につ い て、 フレ ンド ス テー シ

ョン で受 入 れて い な い不 登 校児 童生 徒及 び 保護 者に 対し 、 よ

りき め細 や かな 相談 体制 の 充実 を図 られ た い。  

（４ ）母 子 保健 型利 用者 支 援事 業の 妊娠 ・ 出産 ・子 育て サ ポー ト

事業 につ い て、 リス クを 抱 え る 妊産 婦が 増 加傾 向に ある こ と

から 、携 わ る保 健師 の確 保 に引 き続 き注 力 され たい 。  

 

（体 系外 ）  

（１ ）ウイ ン グホ ール 柏斎 場 での（ ご遺 体の ）火 葬待 ちが 常態 化 、

市民 の葬 儀 に深 刻な 問題 が 生じ てい るこ と から 、そ の対 策 の

検討 を速 や かに 着手 され た い。  

（２ ） 議 会 ・市 民へ の説 明 不足 と言 わざ る を得 ない 事案 が 多く 発

生し てい る こと から 、議 会 ・市 民へ の十 分 な説 明を 行わ れ た

い。  

（３ ）流 山 市ふ るさ と納 税 事業 につ いて 、 魅力 ある 返礼 品 の開 拓

に努 め、 寄 附の 増加 を図 ら れた い。  

（４ ）市 民 向け 電子 化事 業 につ いて 、「 行 かな い窓 口」 の 周知 や
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積極 的な シ ステ ムの 拡充 に 取り 組み 、市 民 の更 なる 利便 性 向

上と 職員 の 負担 軽減 を図 ら れた い。  

 


